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1. 平成27年3月期第1四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年6月30日）

(2) 連結財政状態 

 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第1四半期 7,727 1.3 168 273.0 256 97.3 193 110.8
26年3月期第1四半期 7,627 12.1 45 ― 130 ― 91 ―

（注）包括利益 27年3月期第1四半期 265百万円 （144.2％） 26年3月期第1四半期 108百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第1四半期 16.77 ―
26年3月期第1四半期 7.96 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第1四半期 21,743 11,337 51.5
26年3月期 22,040 11,289 50.5
（参考）自己資本 27年3月期第1四半期 11,205百万円 26年3月期 11,138百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― ― ― 14.00 14.00
27年3月期 ―
27年3月期（予想） ― ― 9.00 9.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 37,640 1.4 1,140 △12.1 1,265 △16.4 700 △45.5 60.78



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料４ページ 「 ２． サマリー情報 （注記事項） に関する事項 （３）会計方針の変更 ・ 会計上の見積りの変更 ・ 修正再表示」をご覧くだ
さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （3）連結業績予想などの将来予測情報に
関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期1Q 11,800,000 株 26年3月期 11,800,000 株
② 期末自己株式数 27年3月期1Q 283,770 株 26年3月期 283,740 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期1Q 11,516,240 株 26年3月期1Q 11,516,740 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

  

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済および景気動向は、欧州情勢による景気下振れリスクや新興国にお

ける経済成長の鈍化、消費増税による購買意欲の冷え込みなど依然として不安材料は残っているものの、日銀による金

融緩和策の継続やデフレからの早期脱却を目指した機動的・弾力的な経済財政政策の効果により、企業収益の改善や設

備投資の増加がみられたことに加え、企業収益の回復に伴う雇用情勢の変化とそれに連動した形で賃金所得が上向き傾

向となるなど、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。 

 このような経済環境のもと当社グループにおきましては、その他事業において消費増税に伴う駆け込み需要の反動減

の影響を受けたものの、新築建物に関連した給排水衛生設備工事が大きく受注を伸ばすことができたほか、主要取引先

であります東京ガス株式会社や静岡ガス株式会社をはじめとした他エリアのガス事業者の設備投資計画による受注が堅

調に推移いたしました。この結果、当第1四半期連結累計期間における業績は、売上高7,727百万円（前年同期比1.3%

増）となり、利益面につきましては、売上高の増加に伴う利益増に加え、全体的に高利益物件の完成が多かったことに

より、営業利益168百万円（前年同期比273.0%増）、経常利益256百万円（前年同期比97.3%増）、四半期純利益193百万

円（前年同期比110.8%増）となりました。 

  

セグメントの状況は次のとおりであります。 

ガス工事事業 

 ガス導管工事において、北海道ガス株式会社エリアを除き、前年度からの繰越案件が多く期初より好調な稼働状況で

スタートできたほか、主要取引先であります東京ガス株式会社や静岡ガス株式会社をはじめとした他エリアのガス事業

者の設備投資計画による受注も堅調を維持いたしました。また、ガス設備新設工事においても、販工一貫した人材力・

組織力の維持・向上施策を継続したことにより、戸建・集合住宅ともに引き続き好調な受注を維持いたしました。しか

しながら、集合住宅給湯・暖房工事につきましては、東京ガス株式会社より安定的な受注を確保することができたもの

の、完成が第2四半期以降となる案件が多く、当第1四半期において完成には至りませんでした。この結果、売上高は

6,292百万円（前年同期比0.3%減）となりましたが、ガス事業者からの安定的な受注に加え、ガス設備新設工事において

高利益物件の受注が増加したため、経常利益は245百万円（前年同期比13.4%増）となりました。 

  

建築・土木工事事業 

 管路埋設工事およびケーブル関連保守工事は、東京電力株式会社の設備投資削減に伴う工事量の減少やコスト管理施

策等引き続き厳しい受注環境を強いられたものの、一定水準の受注を確保することができました。また、既築マンショ

ンをターゲットとしたリノベーション工事（雑排水管ライニング工事を含めた改修工事）において、前年度からの繰越

大型案件が多く完成したほか、新築建物に関連した給排水設備工事も、受注環境が改善したことにより、大幅に受注を

伸ばすことができました。この結果、売上高は834百万円（前年同期比34.2%増）となり、利益面につきましては、工期

の徹底管理を実施したほか、引き合い物件の増加に伴い高利益物件の受注が増加したことにより、経常利益56百万円

（前年同期は62百万円の経常損失）と大幅に改善いたしました。 

  

その他事業 

 エネリア静岡東において、一般ガス機器販売は販売競争の激化が続くなか、提案力強化に向けた営業担当者教育を継

続実施したことにより、前年度並みの売上高を確保することができましたが、リフォーム工事は前年度からの繰越案件

が減少したため大きく減少いたしました。また、東京ガスライフバル西むさし株式会社においては、販売促進活動にお

ける付加価値提案型営業やプロセス管理の徹底浸透、実績管理面においては、より落成を意識した進捗管理を徹底する

など相対的なレベルアップに取り組んだものの、消費増税による駆け込み需要の反動減の影響を受け、環境対応型機器

を含む一般ガス機器分野および最重要戦略機種としているエネファームや太陽光発電ともに大幅に減少いたしました。

利益面では、値引き抑制による利益確保を重視した方針のもと利益率の改善を図りましたが、6月に実施いたしましたイ

ベントに伴う広告宣伝費が増加したため、前年を下回りました。この結果、売上高582百万円（前年同期比14.0%減）、

経常損失53百万円（前年同期は37百万円の経常損失）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末の22,040百万円に比べて1.4％減少し、21,743百万円

となりました。これは、未成工事支出金が1,330百万円増加しましたが、完成工事未収入金が1,778百万円減少した

ことなどが主な要因であります。 

 

 負債合計は、前連結会計年度末の10,751百万円に比べて3.2％減少し、10,405百万円となりました。これは、未成

工事受入金が652百万円増加しましたが、工事未払金が835百万円減少したことなどが主な要因であります。 

 

 純資産合計は、前連結会計年度末の11,289百万円に比べて0.4％増加し、11,337百万円となりました。これは、配

当金に係る利益剰余金の減少161百万円ありましたが、当第１四半期純利益を193百万円計上したことに加え、その

他有価証券評価差額金が83百万円増加したことなどが主な要因であります。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末と比

べ93百万円増加し、5,594百万円となりました。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期連結累計期間の営業活動による資金は194百万円の収入（前年同期は472百万円の収入）となりまし

た。主なプラス要因は売上債権の減少1,788百万円、未成工事受入金の増加652百万円などであり、主なマイナス要

因は、未成工事支出金の増加1,330百万円、仕入債務の減少908百万円などであります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期連結累計期間の投資活動による資金は53百万円の収入（前年同期は124百万円の支出）となりまし

た。主なプラス要因は、定期預金の払戻による収入100百万円などであります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロ－） 

当第１四半期連結累計期間の財務活動による資金は154百万円の支出（前年同期は132百万円の支出）となりまし

た。主なマイナス要因は、長期借入金の返済による支出59百万円、配当金の支払92百万円などであります。 

 

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成27年３月期の連結業績予想につきましては、主要事業における受注が順調に推移しており、今後の受注について

も堅調であることが見込まれるため、平成26年５月19日付の「平成26年３月期 決算短信」で発表いたしました連結業

績予想に変更はありません。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  � � � � � � � 該当事項はありません。 

 � 

 � 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

     該当事項はありません。 

 � 

 � 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 (会計方針の変更） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及

び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適用

指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて当第１

四半期連結会計期間より適用し,退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間

定額基準から給付算定式基準へ変更並びに割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期間について従業員の平

均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映

した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半期連

結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しておりま

す。 

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が86,550千円増加し、利益剰余金が55,703千円減

少しております。 

なお、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響は軽微であります。 

 � 

 �

㈱協和日成（1981）平成27年3月期　第1四半期決算短信

－4－



３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

 �  

 � 

 �

 �  �  �  �  �  �  �  �  �  �  � (単位：千円) 

 �  �  �  �  �  �  �  �  �  � 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 
(平成26年６月30日) 

資産の部  �  � 

 � 流動資産  �  � 

 �  � 現金及び預金 5,601,194 5,594,217 

 �  � 受取手形 588,333 541,480 

 �  � 完成工事未収入金 5,846,530 4,068,134 

 �  � 有価証券 14,992 － 

 �  � 未成工事支出金 2,314,618 3,645,018 

 �  � 商品及び製品 18,585 16,988 

 �  � 原材料及び貯蔵品 67,681 71,015 

 �  � その他 944,396 969,189 

 �  � 貸倒引当金 △43,090 △32,043 

 �  � 流動資産合計 15,353,242 14,873,999 

 � 固定資産  �  � 

 �  � 有形固定資産  �  � 

 �  �  � 建物及び構築物（純額） 1,853,061 1,827,890 

 �  �  � 機械装置及び運搬具（純額） 13,950 16,338 

 �  �  � 工具、器具及び備品（純額） 93,890 120,360 

 �  �  � 土地 1,917,881 1,917,881 

 �  �  � リース資産（純額） 22,801 20,960 

 �  �  � 有形固定資産合計 3,901,585 3,903,432 

 �  � 無形固定資産  �  � 

 �  �  � のれん 81,832 77,286 

 �  �  � リース資産 382 11,385 

 �  �  � その他 28,515 28,514 

 �  �  � 無形固定資産合計 110,729 117,186 

 �  � 投資その他の資産  �  � 

 �  �  � 投資有価証券 1,859,847 2,009,208 

 �  �  � その他 882,936 901,396 

 �  �  � 貸倒引当金 △67,370 △61,980 

 �  �  � 投資その他の資産合計 2,675,413 2,848,625 

 �  � 固定資産合計 6,687,728 6,869,243 

 � 資産合計 22,040,971 21,743,243 
 �
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 � 

 � 

 � 

 � 

 � 

 � 

 �

 �  �  �  �  �  �  �  �  �  �  � (単位：千円) 

 �  �  �  �  �  �  �  �  �  � 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 
(平成26年６月30日) 

負債の部  �  � 

 � 流動負債  �  � 

 �  � 支払手形 249,378 177,043 

 �  � 工事未払金 4,501,978 3,666,266 

 �  � 1年内返済予定の長期借入金 239,592 239,592 

 �  � リース債務 7,379 9,144 

 �  � 未払法人税等 536,121 196,057 

 �  � 未成工事受入金 1,150,746 1,802,877 

 �  � 賞与引当金 735,899 1,017,164 

 �  � その他 1,095,643 1,051,985 

 �  � 流動負債合計 8,516,740 8,160,132 

 � 固定負債  �  � 

 �  � 長期借入金 581,054 521,156 

 �  � リース債務 16,963 25,257 

 �  � 役員退職慰労引当金 207,218 200,322 

 �  � 退職給付に係る負債 1,293,838 1,366,194 

 �  � 資産除去債務 39,604 39,825 

 �  � その他 95,955 92,638 

 �  � 固定負債合計 2,234,634 2,245,393 

 � 負債合計 10,751,375 10,405,525 

純資産の部  �  � 

 � 株主資本  �  � 

 �  � 資本金 590,000 590,000 

 �  � 資本剰余金 1,918 1,918 

 �  � 利益剰余金 10,317,379 10,293,588 

 �  � 自己株式 △34,172 △34,186 

 �  � 株主資本合計 10,875,126 10,851,320 

 � その他の包括利益累計額  �  � 

 �  � その他有価証券評価差額金 389,301 472,850 

 �  � 退職給付に係る調整累計額 △125,670 △118,860 

 �  � その他の包括利益累計額合計 263,630 353,989 

 � 少数株主持分 150,838 132,407 

 � 純資産合計 11,289,596 11,337,717 

負債純資産合計 22,040,971 21,743,243 
 �
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第１四半期連結累計期間 

 �  

 �

 �  �  �  �  �  �  �  �  �  �  � (単位：千円) 

 �  �  �  �  �  �  �  �  �  � 前第１四半期連結累計期間 
(自 �平成25年４月１日 
 至 �平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 �平成26年４月１日 
 至 �平成26年６月30日) 

売上高 7,627,329 7,727,623 

売上原価 6,782,439 6,776,749 

売上総利益 844,890 950,874 

販売費及び一般管理費 799,744 782,488 

営業利益 45,146 168,386 

営業外収益  �  � 

 � 受取利息 895 960 

 � 受取配当金 14,326 14,121 

 � 受取手数料 12,359 21,893 

 � 不動産賃貸料 47,558 47,935 

 � 貸倒引当金戻入額 19,168 405 

 � 持分法による投資利益 6,488 21,219 

 � 雑収入 10,984 13,121 

 � 営業外収益合計 111,782 119,658 

営業外費用  �  � 

 � 支払利息 2,790 2,138 

 � 不動産賃貸費用 21,477 19,714 

 � 支払手数料 2,560 2,589 

 � 雑支出 85 7,079 

 � 営業外費用合計 26,914 31,521 

経常利益 130,014 256,523 

特別利益  �  � 

 � 投資有価証券売却益 － 3,602 

 � 特別利益合計 － 3,602 

特別損失  �  � 

 � 固定資産除却損 101 3,792 

 � 特別損失合計 101 3,792 

税金等調整前四半期純利益 129,913 256,333 

法人税、住民税及び事業税 166,254 200,160 

法人税等調整額 △115,126 △118,534 

法人税等合計 51,128 81,625 

少数株主損益調整前四半期純利益 78,785 174,707 

少数株主損失（△） △12,835 △18,431 

四半期純利益 91,621 193,139 
 �
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四半期連結包括利益計算書 

第１四半期連結累計期間 

 �  

 �

 �  �  �  �  �  �  �  �  �  �  � (単位：千円) 

 �  �  �  �  �  �  �  �  �  � 前第１四半期連結累計期間 
(自 �平成25年４月１日 
 至 �平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 �平成26年４月１日 
 至 �平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 78,785 174,707 

その他の包括利益  �  � 

 � その他有価証券評価差額金 29,315 82,701 

 � 退職給付に係る調整額 － 6,810 

 � 持分法適用会社に対する持分相当額 423 846 

 � その他の包括利益合計 29,738 90,358 

四半期包括利益 108,523 265,066 

（内訳）  �  � 

 � 親会社株主に係る四半期包括利益 121,359 283,498 

 � 少数株主に係る四半期包括利益 △12,835 △18,431 
 �
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

 �  

 �

 �  �  �  �  �  �  �  �  �  �  � (単位：千円) 

 �  �  �  �  �  �  �  �  �  � 前第１四半期連結累計期間 
(自 �平成25年４月１日 
 至 �平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 �平成26年４月１日 
 至 �平成26年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  �  � 

 � 税金等調整前四半期純利益 129,913 256,333 

 � 減価償却費 38,122 43,108 

 � のれん償却額 4,546 4,546 

 � 貸倒引当金の増減額（△は減少） △19,168 △16,436 

 � 賞与引当金の増減額（△は減少） 254,699 281,265 

 � 退職給付引当金の増減額（△は減少） 12,222 － 

 � 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △3,612 

 � 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △4,990 △6,896 

 � 受取利息及び受取配当金 △15,221 △15,082 

 � 支払利息 2,790 2,138 

 � 有形固定資産除却損 101 3,792 

 � 投資有価証券売却損益（△は益） － △3,602 

 � 持分法による投資損益（△は益） △6,488 △21,219 

 � 売上債権の増減額（△は増加） 2,018,649 1,788,341 

 � 未成工事支出金の増減額（△は増加） △1,177,040 △1,330,399 

 � たな卸資産の増減額（△は増加） 792 △1,737 

 � 未成工事受入金の増減額（△は減少） 450,237 652,130 

 � 仕入債務の増減額（△は減少） △1,121,112 △908,048 

 � その他 87,919 △29,746 

 � 小計 655,972 694,875 

 � 利息及び配当金の受取額 17,150 18,040 

 � 利息の支払額 △2,731 △1,918 

 � 法人税等の支払額 △197,875 △516,674 

 � 営業活動によるキャッシュ・フロー 472,516 194,323 

投資活動によるキャッシュ・フロー  �  � 

 � 定期預金の払戻による収入 － 100,000 

 � 有価証券の売却による収入 5,400 10,000 

 � 有形固定資産の取得による支出 △143,773 △32,252 

 � 投資有価証券の取得による支出 △402 △1,623 

 � 投資有価証券の売却による収入 450 5,189 

 � 貸付けによる支出 △2,400 △40,000 

 � 貸付金の回収による収入 15,748 14,498 

 � その他 438 △2,126 

 � 投資活動によるキャッシュ・フロー △124,539 53,686 

財務活動によるキャッシュ・フロー  �  � 

 � 長期借入金の返済による支出 △59,898 △59,898 

 � 自己株式の取得による支出 － △14 

 � リース債務の返済による支出 △2,335 △2,553 

 � 配当金の支払額 △70,487 △92,521 

 � 財務活動によるキャッシュ・フロー △132,720 △154,986 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 215,256 93,023 

現金及び現金同等物の期首残高 4,181,009 5,501,194 

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,396,266 5,594,217 
 �
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

    該当事項はありません。 

 � 

 � 

 � 

 � 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

    該当事項はありません。 

 � 

 � 

 � 

 � 

（セグメント情報等） 

 � 

Ⅰ � 前第１四半期連結累計期間(自 � 平成25年４月１日 � 至 � 平成25年６月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円）  

(注) １. 調整額は、以下のとおりであります。 

 � � � � (1)外部顧客への売上高の調整額は、工材販売手数料等の表示区分調整額17,881千円であります。 

 � � � � (2)セグメント利益又は損失(△)の調整額13,626千円は、のれん償却額△1,358千円、連結調整及び全社費用 

 � � � � � � � 14,985千円であります。 

２. セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 

 � 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 � 
 � 

 �

 � 報告セグメント 

合計 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)２  � 
ガス工事 
事業 

建築・土木 
工事事業 

その他事業 

 �売上高  �  �  �  �  �  � 

 �(1)外部顧客に対する売上高 6,310,638 621,469 677,340 7,609,448 17,881 7,627,329 

 �(2)セグメント間の内部売上 
  高又は振替高 

－ － 551 551 △551 － 

計 6,310,638 621,469 677,892 7,610,000 17,329 7,627,329 

セグメント利益又は損失(△) 216,739 △62,423 △37,928 116,388 13,626 130,014 

 �
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Ⅱ � 当第１四半期連結累計期間(自 � 平成26年４月１日 � 至 � 平成26年６月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円）  

(注) １. 調整額は、以下のとおりであります。 

 � � � � (1)外部顧客への売上高の調整額は、工材販売手数料等の表示区分調整額18,855千円であります。 

 � � � � (2)セグメント利益又は損失(△)の調整額7,587千円は、のれん償却額△1,358千円、連結調整及び全社費用 

 � � � � � � � 8,945千円であります。 

２. セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 

 � 

２. 報告セグメントの変更等に関する事項 

   会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更 

  したことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。 

   なお、当該変更による当第１四半期連結累計期間のセグメント利益又は損失（△）に与える影響は軽微であり 

  ます。 

 � 
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 � 

 �

 � 報告セグメント 

合計 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)２  � 
ガス工事 
事業 

建築・土木 
工事事業 

その他事業 

 �売上高  �  �  �  �  �  � 

 �(1)外部顧客に対する売上高 6,292,294 834,114 582,359 7,708,768 18,855 7,727,623 

 �(2)セグメント間の内部売上 
  高又は振替高 

－ － 509 509 △509 － 

計 6,292,294 834,114 582,868 7,709,277 18,346 7,727,623 

セグメント利益又は損失(△) 245,863 56,667 △53,594 248,935 7,587 256,523 

 �
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４．補足情報 

 � 

 � 

(1)受注高、売上高の状況 

前第1四半期連結累計期間 （自 平成25年4月1日 至 平成25年6月30日）      � � � � � � � � � （単位：千円） 
 

（注）ガス工事事業の売上高は、工材販売手数料等17,881千円含んでおります。 

 � 

 � 

当第1四半期連結累計期間 （自 平成26年4月1日 至 平成26年6月30日）      � � � � � � � � � （単位：千円）  

（注）ガス工事事業の売上高は、工材販売手数料等18,855千円含んでおります。 

 �

種類別 前期繰越高 当期受注高 売上高 受注残高 

ガス工事事業 9,886,525 8,115,184 6,328,519 11,673,190 

建築・土木工事事業 1,990,953 918,161 621,469 2,287,646 

計 11,877,479 9,033,345 6,949,989 13,960,836 

その他事業 42,329 706,629 677,340 71,619 

合計 11,919,809 9,739,975 7,627,329 14,032,455 
 �

種類別 前期繰越高 当期受注高 売上高 受注残高 

ガス工事事業 12,017,961 7,202,332 6,311,150 12,909,143 

建築・土木工事事業 1,950,831 1,767,001 834,114 2,883,718 

計 13,968,793 8,969,333 7,145,264 15,792,862 

その他事業 23,772 612,838 582,359 54,251 

合計 13,992,565 9,582,171 7,727,623 15,847,113 
 �
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